
2

2月上旬
中医協
答申

4

4月1日
薬価改定

7

7月10日
初回請求

6

6月1日
施行

3

3月上旬
関係告示等
3月下旬
電子点数表

1 5 8 9 10 11 12 1

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
政
府
の
「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」
で
は
、
児
童
手
当

は
所
得
制
限
の
撤
廃
・
高
校

卒
ま
で
延
長
・
多
子
世
帯
へ

の
増
額
、
給
付
金
で
は
出
産

費
用
の
保
険
適
用
、
保
育
所

利
用
要
件
の
緩
和
な
ど
を
掲

げ
て
い
る
▼
若
い
世
代
が
結

婚
・
子
育
て
の
将
来
展
望
を

描
け
な
い
現
状
、
子
育
て
し

づ
ら
い
社
会
環
境
や
子
育
て

と
両
立
し
に
く
い
職
場
環
境
、

子
育
て
の
経
済
的
・
精
神
的

負
担
な
ど
の
改
善
に
即
効
性

と
実
効
性
を
強
く
求
め
た
い

▼
厚
労
省
が
発
表
し
た
２
０

２
２
年
の
人
口
動
態
統
計
で

は
、
出
生
数
は
７
年
連
続
減

少
で
初
め
て
80
万
人
台
を
割

り
込
み
、
合
計
特
殊
出
生
率

は
１・26
と
過
去
最
低
と
な
っ

た
。都
道
府
県
別
で
最
も
高

か
っ
た
の
は
沖
縄
県（
１・70
）

だ
が
、北
海
道（
１
・
12
）は
最

低
の
東
京（
１
・
04
）、宮
城

（
１・09
）に
次
い
で
下
か
ら
３

番
目
だ
っ
た
。
ま
た
２
０
２

０
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
日
本

は
２
１
２
カ
国
中
１
９
４
位

で
世
界
と
比
べ
て
も
出
生
率

は
極
め
て
低
い
現
状
に
あ
る

▼
出
生
率
低
下
に
伴
う
様
々

な
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、

労
働
人
口
の
減
少
は
急
速
に

高
齢
化
が
進
む
我
が
国
の
医

療
・
福
祉
の
需
要
増
加
に
伴

う
人
出
不
足
に
も
繋
が
り
深

刻
な
問
題
と
な
る
。
少
子
化

対
策
は
待
っ
た
な
し
の
重
要

課
題
だ
。

橋本　透

（
Ｍ
）

2023年（令和5年）9月5日（1）第1007号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

主な目次　

歯
科
保
険
診
療
研
究

●
会
員
訪
問

●
夏
休
み
に
北
海
道
の
自
然
を

　
満
喫

解
説
「
中
医
協 

在
宅
医
療
、

小
児
医
療
な
ど
議
論
」

…
面
２

●
時
論
「
保
険
証
さ
え
あ
れ
ば
」

●
…
面
３

●
…
面
４図

７
月
の
議
論

８
月
の
議
論

受
付
業
務
の
基
本
を
学
ぶ

歯
科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ
ナ
ー

２
０
２
４
年
度
診
療
報
酬
改
定

本
格
的
議
論
始
ま
る

読
後
感

●

　

７
月
12
日
の
中
医
協
総
会
で
は
在
宅
、
歯
科
医
療
に
つ
い
て
、

８
月
２
日
に
は
小
児
・
周
産
期
医
療
、
医
療
Ｄ
Ｘ
に
つ
い
て
議

論
さ
れ
た
が
、
今
回
は
特
に
歯
科
医
療
に
つ
い
て
と
、
診
療
報

酬
改
定
の
実
施
時
期
の
４
月
か
ら
６
月
に
後
ろ
倒
し
に
つ
い
て

出
て
い
る
多
く
の
疑
義
を
詳
記
す
る
。

▲講演する林理事（左）と大岩理事

▶
橋
本
会
長（
上
）と
紙
議
員

現場の実情を　
訴える

紙智子議員らと懇談

図 診療報酬改定時期を２カ月後ろ倒しした場合のスケジュール

12月

2024年
改定に
おける
国の動き

中医協
での
議論

経過措置
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保
険
証
さ
え
あ
れ
ば

　

　厚労省は、医療機関向けサイバーセキュリティー対策研修で、新たに「導入研修〈立入検査対
策コース〉」を立ち上げました。今年度から始まるチェックリストに基づく立入検査に備えるため
のコースです。
　厚労省の「医療機関向けセキュリティ教育支援ポータルサイト」で、申込の受付を行っていま
す。オンライン研修は無料で受講可能となっており、新たなコースである「導入研修〈立入検査
対策コース〉」は右記の日程で開催されます（受講は任意です）。
※「経営者向け研修」「システム・セキュリティー管理者向け研修」「初学者・医療従事者向け研
　修」の各コースも、昨年に引き続き実施する予定となっています。

24時間対応が焦点に
在宅医療、小児医療など議論

　

次
期
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
た
議
論
が
進
ん
で

い
る
。
７
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
中
医
協
総
会
で
は
、
在
宅
医

療
の
「
質
と
量
」
双
方
の
充
実
を
目
指
す
た
め
、「
在
宅
医
療
・

訪
問
看
護
な
ど
の
総
論
」
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
、
８
月
２
日

の
同
総
会
に
お
い
て
は
、小
児
外
来
医
療
の
充
実
を
目
指
し
、「
小

児
医
療
」が
協
議
さ
れ
た
。こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

図

解　
　

説

在
宅
医
療
等
の

質
・
量
双
方
の
充
実

導入研修〈立入検査対策コース〉
第 1 回 2023年9月13日（水）16時～18時

　　　   　　　 9月 7 日（木）13時締切
第 2 回 2023年9月27日（水）16時～18時

　　　   　　　 9月21日（木）13時締切
※いずれの回次もほぼ同じ内容（受講は任意です）

研修申込
ページ

医療機関向け
セキュリティ
教 育 支 援
ポータルサイト

中医協

24
時
間
対
応
の
緩
和
に

議
論
は
平
行
線

図 在宅医療の提供体制に求められる医療機能（厚労省資料より一部抜粋）

在宅医療の圏域の設定

在宅医療の提供体制に求められる医療機能

在宅医療において積極的役割を担う医療機関

①退院支援

①～④の機能の確保にむけ、積極的役割を担う
・自ら24時間対応体制の在宅医療を提供
・他医療機関の支援
・医療、介護、障害福祉の現場での多職種連携の支援

②日常の療養支援 ③急変時の対応 ④看取り

・在宅療養支援診療所
・在宅療養支援病院　等

在宅医療に必要な連携を担う拠点

①～④の機能の確保にむけ、必要な連携を担う役割
・地域の関係者による協議の場の開催
・包括的かつ継続的な支援にむけた関係機関の調整
・関係機関の連携体制の構築　等

・市町村　・保健所
・医師会等関係団体　等

厚労省主導の
サイバーセキュリティ対策研修 受付開始
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深 

沢 

真 

太 

郎 

著

ダ 

イ 

ヤ 

モ 

ン 

ド 

社

「皆よし」を胸に

髙橋　耕一 先生
みなよし歯科　帯広・十勝支部148148

略歴
　旭川生まれ（小学校まで）、札幌
育ち（大学卒業まで）。2003年北
海道医療大学歯学部卒業後、帯広
で20年過ごす。2023年に開業。

（
Ｍ
・
Ｓ
）

（
聞
き
手
　
事
務
局
田
中
）

親
子
一
泊
キ
ャ
ン
プ
旅
行

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求「
義
務
化
」・電
子
カ
ル
テ
導
入
推
進

　
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

　
・ 

集
計
後
、
新
聞
記
事
（
９
／
20
号
）
に
掲
載
予
定
。

②（　
／
８ｰ

９
）第　
回
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム

③（　
／　
）「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め
る

　
歯
科
決
起
集
会
」

    

・
開
催
内
容
の
確
認
を
行
っ
た
。

④
２
０
２
３
年
度
歯
科
部
事
業
に
つ
い
て

    ※

新
点
数
検
討
会…

診
療
報
酬
改
定
の
時
期
が
６
月

　
　

に
変
更
に
な
っ
た
が
、
本
会
の
点
数
検
討
会
は

　
　

３
月
に
開
催
を
予
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

⑤
そ
の
他

    

・
歯
科
保
険
診
療
研
究
（
９
／
５
号
）
の
確
認
を

　

  

行
っ
た
。

第
5
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
8
月
9
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

２
０
２
３
年
度
第
6
回
歯
科
部
担
当
理
事
会

…

9
月
13
日（
水
）午
後
７
時

▶
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
む
参
加
者（
上
）と
ス
イ
カ
割
を
す
る
子
供
達

■成績表（敬称略）
順位 氏名 グロス ネット

優勝

準優勝

3位

辻　哲

司馬　英三

砂金　秀充

76.6

77.4

78.6

97

98

99

■成績表（敬称略）
順位 氏名 グロス ネット

優勝

準優勝

3位

北條　弘之

森　　研一

吉田　紳一郎

70.8

73.0

74.0

96

79

80

辻　哲　先生が優勝！

親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

札幌支部

函
館
地
区
支
部

第49回　ゴルフコンペ

夏
休
み
に
北
海
道
の
自
然
を
満
喫

99
％
の
人
が
知
ら
な
い　
　

数
字
に
強
く
な
る
裏
ワ
ザ
30

―

パ
パ
ッ
と
計
算
、サ
ク
ッ
と
考
え
る
仕
事
術

1010

26

38

辻　哲　先生

（
北
條
弘
之
　
記
）
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義歯新製・調整と口腔機能低下症の
継続管理について

※

※

※

※

※

口腔機能精密検査の記録用紙・管理計画書・管理指導記録簿は、『歯科保険診療の研
究』P261～263を参照。
口腔機能精密検査の項目である口腔衛生状態不良、口腔乾燥、咀嚼機能低下、舌口唇
運動機能低下、咬合力低下、低舌圧または嚥下機能低下のうち、いずれか３項目以上に
該当する場合に診断され、歯科疾患管理料が算定できる。
咀嚼能力検査、咬合力検査または舌圧検査のいずれかを算定し、咀嚼能力低下、咬合
力低下または低舌圧のいずれかに該当する患者の継続管理には、口腔機能管理料（口
機能）100点が算定できる。
①FDまたは９歯以上のPD②義歯を装着し左右第二大臼歯を含む臼歯４歯以上の欠
損などの場合は有床義歯咀嚼機能検査が実施できる。義歯装着後の検査は装着前と
同じ検査を実施する。装着後６月内に月１回算定できる。【装着前の検査（１回に限り）
を行わず、装着後の検査を行っても装着後の検査は全て査定されるので、必ず装着前
の検査を行う。】
口腔機能低下症の診断で実施する咀嚼能力検査と咀嚼機能１ロは、検査内容が同じな
ので、疑義解釈により咀嚼能力検査の実施から３カ月以内は咀嚼機能１ロの検査とみ
なすことができる。

　2018年４月、「口腔機能低下症」は病名として保険収載された。これま
で無歯顎患者では歯科疾患管理料は算定できなかったが、この病名に
より算定可能となった。2022年の改定より対象年齢が65歳以上から50
歳以上となった。これにより若いうちから口腔機能に関する患者の意識
を高めることができるようになった。今回は、義歯装着患者における口腔
機能低下症の継続管理と共通する機能検査の算定について事例を通し
て解説する。

主訴 ・下の入れ歯があたって痛いところがある。
・食事中よくむせる。
・以前より噛みにくくなった。

75歳　男性

現症 上下FDは３年前に新製、右下臼歯部頬側床辺縁に沿ってDulあり。
右下臼歯部人工歯の咬耗若干あり。
上下FDの適合は概ね良好。
義歯に食渣付着あり。舌背に舌苔付着あり。

義歯調整と口腔機能低下症

病名 義歯不適合、口腔機能低下症

月日 部位 療法・処置 点数
初診3/3 264

再診　明細　　　　　　　　（56＋1）3/13 57

歯リハ１（１） 124
歯清掃について

前回のDulは、なくなり痛いところなし。

歯管　文　　　　　　　　 （80＋10）

口腔機能精密検査（記録用紙別紙）

140

90
口機能（管理計画書別紙） 100
計 775

右下臼歯部のDul部、義歯床辺縁削除
調整する。

口腔衛生状態不良、咀嚼機能低下、嚥下
機能低下で該当し口腔機能低下症と診断
咀嚼能力検査　グルコセンサーGS-Ⅱ
（グルコース溶出量95mg/dL、咀嚼機能低下）

口腔機能精密検査（記録用紙別紙）

口機能（管理計画別紙） 100

補診（所見略） 90

個人トレー用imp(アルジネート)

計 1339

計 3074

歯管　文　　　　　　　　（100＋10） 110

口機能（指導・管理記録別紙） 100

計 531

歯管　文　　　　　　　　（100＋10） 110

口機能（指導・管理記録別紙） 100

3/27 再診　明細　　　　　　　   （56＋1） 57

3/31 再診　明細　　　　　　　   （56＋1） 57

4/5 再診　明細　　　　　　　   （56＋1） 57

4/11 再診　明細　　　　　　　   （56＋1） 57

4/12 再診　明細　　　　　　　　（56＋1） 57

5/20 再診　明細　　　　　　　　（56＋1） 57

124

人工歯（硬質レジン歯）　　　(29＋73) 102

リンガルバー（Co-Cr） 476

コンビCl（Co-Cr）　　　　　 (274×2) 548

義管 230

140

左右頬舌側床辺縁削除調整。

主訴、現症より下顎義歯不適合、義歯
床辺縁調整と共に、咀嚼機能、嚥下機
能、舌機能の低下の疑い。口腔機能低
下症の説明し、次回に口腔機能精密検
査を行う同意える。

主訴 ・下の入れ歯が合わないので新しくしたい。
・よく噛めない。
・飲み込みにくい。
・口が乾く。

53歳　女性

現症 下顎左右臼歯部顎堤吸収あり。口腔機能の低下を認める。クラスプ緩い。

義歯新製と口腔機能低下症

病名 義歯不適合→MT、口腔機能低下症

月日 部位 療法・処置 点数
初診3/23 264

歯管　文　　　　　　　　（80＋10） 90

歯リハ１（１） 124

140

クラスプきつくする。
咀嚼能力検査　グルコセンサーGS-Ⅱ
（グルコース溶出量93mg/dL、咀嚼機能低下）

主訴、現症より口腔機能低下症の説明
をし、口腔機能精密検査を行う同意え
る。

口腔乾燥、咀嚼機能低下、嚥下機能低下
で該当し口腔機能低下症と診断

咀嚼機能１ロ
（グルコース溶出量95mg/dL、改善傾向）

140
咀嚼機能１ロ
（グルコース溶出量99mg/dL、改善傾向）

連imp（個人トレー＋シリコン） 230

BT 187

TF 100

PD装着（1床９歯レジン床） 1097

義歯調整

歯リハ１（１）

クラスプきつくする。

右側臼歯部頬側の床辺縁削除調整

7 7

7 7

7 3 4 7

7 3 4 7

7 3 4 7

7 3 4 7

7 3 4 7

7 3 4 7

7 3 4 7

7 3 4 7

2 3

2 3




